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	応用
	抗原情報
	背景
	SUMO1活性化酵素サブユニット1（SAE1） Homo sapiens 小さなタンパク質SUMO（SUMO1を参照; MIM 601912）の付加によるタンパク質の翻訳後修飾、すなわちSUMO化は、タンパク質の構造と細胞内局在を制御します。SAE1とUBA2（MIM 613295）は、タンパク質のSUMO化のためのSUMO活性化酵素として機能するヘテロ二量体を形成します（Okuma et al.、1999 [PubMed 9920803]）。[OMIM提供、2010年3月],機能：二量体酵素は、SUMO1、SUMO2、SUMO3、おそらくSUMO4のE1リガーゼとして機能します。SUMOタンパク質のATP依存性活性化と、SAE2上の保存されたシステイン残基とのチオエステルの形成を媒介します。,経路：タンパク質修飾;タンパク質のSUMO化。,PTM:DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによる。,類似性:ユビキチン活性化E1ファミリーに属する。,サブユニット:SAE1とSAE2のヘテロ二量体。複合体はSAE2を介してSUMOタンパク質に結合する。,組織特異性:発現レベルはS期に上昇し、G2期に低下する（タンパク質レベル）。,
	研究分野
	ユビキチンを介したタンパク質分解;
	画像データ
	

	AOS1抗体を用いたHUVEC細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	AOS1抗体を用いた293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	SAE1 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタン ブロット分析。

